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享 保 ３ 年 0,3456 0,2197
寛 保 元 年 0,551-5 0,4208





















































































































































凶 作 ・ 飢 餓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
税 負 担
年貢 増徴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専 売 制 ○ ○ ○ ○ ○
特 別 税 ○ ○
商品経済
商業資本
商品作物 ○ ○ ○ ○ ○ ○
家内工業 ○ ○ ○ ○ ○
高利貸 し ○ ○ ○
そ の 他 物価高騰 物価高騰
対象
幕　 府　 ・　 藩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村 役人 ・ 大 地 主 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（ 特 権 ） 商 人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要求
年　 貢　 軽　 減 ○ ○ ○ ○ ○ ○
専 売 制 緩 和 ○ ○ ○ ○ ○
特 別 税 廃 止 ○













徒　 党　 強　 訴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
打 ち　こ　わ　し ○ ○ ○ ○ ○ ○
そ　　 の　　 他 稲刈り拒否 武力 抗争 計画失 敗
注：○ は最 も直接的 な原因 をあらわす。
［こ の表 の作成 にあ たって の， 参考文 献］
『日本大百科全書』1 ・ 5 ・ 7 ・ 8 ・10・14・20　 小 学館　1988. 9
林基　「享保 と寛政」『国民 の歴史』16　 文 永堂　1972.  8
奈良 本辰也　「町人 の実力」「日本 の歴史」17　 中央 公論社　1982. 12
北島正 元　「幕藩制 の苦悶」「日本 の歴史」18　 中央公 論社　1985. 3




























村　　　名 年　　　度 綿 作 率
十　市　村 享保19 (1734) 39.7
新　賀　村 寛保4  (1744) 50.0
下 八 釣 村 延享1  (1744) 45.0
葛　本　村 宝暦2  (1752) 31.6
こ の よ う に 盛 ん と な っ た 綿 作 は ， 農 民 た ち に ど
の よ う な 影 響 を 及 ぼ し た の だ ろ う か 。
『 橿 原 市 史 』 史 料 編 に 次 の 史 料 が あ る 。
「 綿 売 買 ノ 触 書 二 付 乍 恐 以 書 付 奉 願 上 候 」
こ の 史 料 は ， 綿 の 販 売 に 関 わ っ て の も の で あ る 。
綿 繰 屋 ・ 綿 仲 買 の 株 仲 間 の 結 成 に 対 し て ， 安 永 ２
年(1773 年 ） 芝 村 藩 預 か り の 村 々 が ， 南 都 奉 行 所
に 綿 の 自 由 販 売 を 求 め て い る の で あ る 。 そ の 内 容
を 以 下 に 要 約 す る 。
Ｆ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一●
我 々 の 綿 作 は ， 年 貢 上 納 銀 を こ し ら え る こ
ｌ
ｉ
と が 専 ら の 目 当 て で あ る 。 こ れ ま で ， 当 国 は
ｉ
： も ち ろ ん の こ と
，
遠 国 ・ 他 国 の 買 い 手 へ 手 広 ｌ









ｌ売 さ せ て ほ し い 。
I 一一一一一--一一
? ?
( ⑨pp.654 ～656 要 約 島 田)
史 料 か ら は ， こ の 地 域 が ， す っ か り 商 品 経 済 に
は ま り 込 ん で い る こ と が わ か る 。 ま た ， 商 品 経 済
の 農 村 へ の 浸 透 が ， 農 民 の 窮 乏 化 を 進 め て い る よ
う す も う か が え る 。 史 料 に 見 ら れ る よ う な 大 和 の
綿 へ の 流 通 統 制 の 動 き は ， 谷 山 氏 に よ る と17 世 紀
の 末 ご ろ に ま で さ か の ぼ る こ と が で き る 。
明 和 ４ 年(1767 年) に は ， 伊 勢 屋 宇 右 衛 門 の
斡 旋 に よ っ て ，
年 々 都 合 銀 １ 貫200 匁 を 奈 良 奉
行 所 に 上 納 す る 形 で ， 匚和 州 江 戸 注 文 繰 綿 買 次
問 屋 仲 間｣ 株 が 公 許 さ れ ，17 世 紀 の 末 頃 以 降 江
戸 の 問 屋 の も と に｢ ‾買 次 問 屋｣ と し て 系 列 化 さ
せ ら れ つ つ あ っ た 在 郷 町 を 中 心 と す る17 ～8 軒
の 繰 綿 問 屋 の う ち ，13 軒 が こ れ に 加 入 し て い る 。
( ⑧pp.8 ～9)
史 料 に 見 る 安 永 ２ 年 の 株 仲 間 の 結 成 は ，17 世 紀
末 に 始 ま る 系 列 化 の 延 長 線 上 に あ る 。 綿 作 を 行 う
農 民 の 利 益 を 搾 取 す る 動 き は ， 大 和 の 綿 作 が 盛 ん
と な っ た17 世 紀 末 ご ろ に は ， す で に 存 在 し て い た
と 考 え ら れ る 。
② 肥 料 購 入
大 和 の 綿 作 が 盛 ん と な る 元 禄 期 は ， 同 時 に 金 肥
の 使 用 が 顕 著 と な っ た 時 期 で も あ る 。 農 民 は ， 綿
な ど の 商 品 作 物 の 販 売
， そ
し て 金 肥 の 購 入 と い っ
た 点 て 商 品 経 済 に 巻 き 込 ま れ て い っ た 。 こ の 金 肥
購 入 に 関 わ っ て
，
『 橿 原 市 史 』 史 料 編 に 次 の 史 料
が あ る 。
｢ 肥 シ 代 高 騰 二 付 願 上 書｣( 正 徳 ４ 年(1714 年) ４ 月)
こ の 史 料 は ，
大 和 の 天 領 の 農 民 が
，
肥 料 代 借 り
受 け に つ い て ， 奉 行 所 へ 願 い 出 た も の で あ る 。 こ
の 内 容 を 以 下 に 要 約 す る 。
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一- 一一ｌ　
肥 料 代 が た い へ ん 高 く な る の で 難 儀 し て い
Ｆ
Ｉ る 。 こ の20 年 間 を 見 て も 次 の 通 り で あ る 。 最 ：
｜ 初 ５ 年 間 は
，
干 鰯 一 駄 の 代 銀 は 米 に 見 積 も っ
｜
： て 平 均 ５ 斗 ３ 升 余 り ， そ れ が ， 次 の ５ 年 間 で ：
凵 ま平 均 ６ 斗 ７ 升 余 り
， そ の
次 の ５ 年 間 は 平 均 ｌ
：　９ 斗 余 り
，
去 年 ま で の ５ 年 間 で は 平 均 １ 石 ２　 ：































































匣 石 璽 国
ｂ．ａを支える問い
b ― 1.なぜ剔猫藩は｡過度な税をﾋ 昌ﾞ 豐 霊 〒|
b-2.なぜ自給自足を原則とする居 詈 歸
C. b-1 ・ｂ－２を支える問い
ｂ － １ を 支 え る 問 い
･･･4･･●-----･■----■---･----4･････---･■--
i b-1-ｱ. なぜ幕 府 諸 藩 の財 政
卍
｜ 苦 しくなった のだろうか．　　 ｜
: b-1  -ｲ.  w は どのよ う
ぷ
｜　して､ 財政難 を克 服 し よ うと し た|
｜ の だろう衂　　　　　　　 ｜




b-1-ｴ. 縣 にと って; 税負担 は|
｜　ど れほと過 重であ ったろうヵ、　 ｜
:… … … … … … … … … … … …._.j
ｂ － ２ を 支 え る 問 い
｢9-- ■-･爭･●･--- ■--■-■---- ■････ ■櫑･･-■-■--■･
i  b-2-ｱ, 農 民 は ど の よ う な 嶌 剛
卜 纎 入 し て い た の だ ろ う 叭　　 ｉ
ｊ ｂ － ２-ｲ. 農 民 叺 ど の よ う な 濆 剛
ｉ 作 吻 を 栽 培 し て い た の だ ろ う 圦　 ｉ
!b-2-0. な ぜ 農 村 に 家 内 工 業 刎
１　 発 展 し て い っ た の だ ろ う 圦　　 ｜
i b-2-ｴ. な ぜ 高 利 貸 し に 頼 る 剃
｜ 勵 洩 れ た の だ ろ う 衂　　　　 ｜
●.......･･･---･---- ■-- ●･･･φ---- ●･-----･･J
(3) 小単元の指導計画
｢幕府政治の改革と百姓一揆｣





























































ろうか。【b-1  - ウ】・【b  - 2 -ｱ 】【b －
2 －イ】・【b  ― 2 ―ウ】・【b-2- エ】
Ｄ．なぜ芝村藩からの預かり替えを要求 したの
だろうか。【ｂ－１－エ】




























































凶 作 ・ 飢 餓 ○ ○ ○
年 貢 増 徴 ○ ○ ○
專　 売　 制 ○ ○ ○ ○
特　 別　 税 ○
商 品 作 物 ○ ○ ○ ○ ○
家 内　工 業 ○ ○ ○ ○
高 利 貸 し ○ ○ ○
ｂ
幕 府　・　藩 ○ ○ ○ ○ ○
村 役 人　・
大　 地　 主 ○ ０































































「なぜ百姓一 揆が起きたのだろ うか｡」 と い う問









注：【　】 は， ４の（2）「問い の構造」 との対 応を示 す。
〔 小単元の指導計画作成 にあ たって 参考 にした文献 〕
○文章資料「財政難 に悩 む大名」・「公 事方 御 定書 」， グラ
フ「幕府財政 の悪化」：「資料 カ ラ ー歴 史」 浜 島書 店編
集部　浜島書店　1993.  11.
０ 文章資料「 幕府財政の窮乏と貨 幣 改鋳 」：児玉 幸 多， 菱
刈隆永編　F 日本史史 料」 吉川弘文館　1982.  4.
０ グラフ「百 姓一 揆・打ちこわし の件 数」， 文 章資 料 「 綿
作 と農民」：熱 田公他 「中学 校社 会　 歴 史的 分 野」 大
阪書籍　1993. 2.
０文 章資料「芝村騒動」:「橿原市史」1987.3.
０ 「『芝村騒動』覚書」：木村博一 「日 本民 俗社 会史 研 究」
弘文堂　1989.  4.
０ 「橿原市史」：橿原市役所　1987.  3.
０ 文章資料「久留米藩一揆」・「阿波 藍玉一 揆」：奈良 本辰也
「町人 の実力」『日本の歴史』17　中央公論社　1982. 12.
０ 文章資料「上州絹一 揆」･「武左 衛門一 揆」： 和歌 森太 郎 他
「 武士 と 農民 」「 お はな し日 本 歴史 」 ８　 岩 崎 書 店
1977.5.
5. お わ り に
本 論 文 で は， 年 貢 増 徴 が 原 因 で あ る と一 般 的 に認
識 さ れ て い る大 和 国 の 「芝 村 騒 動 」 を 経 済 史 的 側 面
か ら 分 析 し た。 ま た， 他 の 地 方 史 に 見 る『百 姓 一 揆』
の 分 析 を も と に 分 析 表 を 作 成 し た。 そ の上 で ， 比 較
検討 し ， 共 通 性 を 探 り 出 す こ と に よ って 「芝 村騒 動」
を 日 本 の 全 体 史 に位 置づ け た 。
〔注及び引用文献〕
①木村博一「『芝村騒動』覚書」『日本 民 俗社 会史 研 究』
弘文堂　1969. 4.  pp.516～517,『橿原市史』本編下巻　橿原
市役所　1987. 3.  pp.148～149よりまとめる。
②木村博一　前掲書　pp.517～520,『橿原市史』 本編上巻　橿原
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